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【要約】

ミスト噴霧や遮光、ヒートポンプを組み合わせることにより、効果的なCO2施用を行う

ことができる「バラにおけるCO2長期・長時間施用指針」を策定した。この指針に従い、

栽培管理を行うことで、主要２品種のバラで増収を実証することができた。

１ はじめに

光合成は、主に葉から吸収されるCO2と根から吸収される水から、光エネルギーにより

炭水化物を合成する作用である。空気中のCO2濃度を高めることにより光合成量が大きく

なることは従来から知られていたが、実際の栽培場面では効果的な施用が困難で、取り組

まれてこなかった。しかし、近年、様々な環境制御機器の発達により、CO2施用技術が見

直されてきた。

特に、バラ栽培において、ハウス内でのCO2施用技術の導入が急速に進んでいるが、現

在でもCO2施用による収量や品質への効果が明確でない事例も多い。

その原因として、①施設内が低湿で飽差が高い環境になりやすいため、気孔開度が小さ

くなりCO2がバラに取り込まれにくいことや、②換気に伴って、施用したCO2が施設外に流

亡することがあげられる。

そこで、①ミスト噴霧を利用した加湿効果、②遮光などを利用した降温による換気抑制

効果に対応する試験を行い、その成果を基に「バラにおけるCO2長期・長時間施用指針」

を作成し、その効果を実証したので紹介する。

２ 指針作成のための試験経過

（１）ミスト噴霧による①加湿効果及び②換気抑制効果の確認（2012年10月～2013年５月）

（２）ミスト噴霧と遮光の組合せによる②換気抑制効果の確認（2013年10月～2014年５月）

（３）ヒートポンプ（昼間冷房）による②換気抑制効果の確認（2014年１月）

これらの成果等を踏まえ、「バラにおけるCO2長期・長時間施用指針」（表１）を作成

した。

３ 実証試験方法及び結果

試験区は、指針に基づきCO2施用（局所施用）とミスト噴霧、遮光資材、ヒートポン

プを組み合わせる環境制御区と、CO2施用（全体施用）のみ行うCO2区とし、2014年11月

11日から2015年１月16日まで、バラ品種‘サムライ08’と‘アヴァランチェ’を供試し、

試験を実施した。

その結果、両品種とも環境制御区で切り花本数が増加し、株当たり切り花重が‘サム

ライ08’で20％、‘アヴァランチェ’で36％増加し(表２）、施用指針の実用性が実証さ

れた。



表１ バラにおけるCO2長期・長時間施用指針

表２ 指針に基づく栽培管理がバラの収量と品質に及ぼす影響

注 t検定により、＊：５%の水準で有意差あり、ns：なし。

試験期間は2014年11月11日～2015年１月16日。

４ まとめ

（１）作成した指針に基づいて栽培管理すると、CO2施用のみの場合と比べて、バラの収

量は20～36%増加する。

（２）本指針は今回の試験条件下における目安であり、利用に際しては、施設の立地環境

や、資材の設置状況、施肥管理、天候等に応じて適宜変更することが必要である。

なお、本研究は国立研究開発法人農研機構野菜茶業研究所を中心とした共同研究「CO2長期・長

時間施用を核とした環境制御技術を開発し東海の園芸産地を活性化する」（農林水産業・食品産業

科学技術研究推進事業）において実施した。
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